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　近畿大学商経学会規約

第１条（会の名称）

　本会の名称を「近畿大学商経学会」（The Society of Business Studies，Kindai 

University）とする。

第２条（事務局の設置場所）

　　本会の事務局は，これを近畿大学経営学部資料室に置く。

第３条（会の目的）

　本会は，近畿大学における商学，経営学，会計学をはじめとする関連諸分野の研究・

教育を促進し，その成果を広く公にすることを通じて，学界ならびに実社会に寄与貢献

することを目的とする。加えて，構成員の優れた業績を表彰することでその業績を世に

知らしめることを目的とする。

第４条（会の事業）

　前条の目的を達するために，本会は以下の事業を行う。

�　機関誌『商経学叢』の刊行

�　ワーキングペーパーの管理

�　その他，研究・教育成果を公表する書籍等の刊行

�　研究会，ワークショップ，学術講演会，セミナー等，研究・教育成果を公表す

る催事の実施

�　その他，前条の目的を達するための事業

第５条（会員資格）

　　本会の会員は，以下のとおりとする。

�　近畿大学経営学部専任教員（助教，特任教員を含む）

�　近畿大学経済学部専任教員（助教，特任教員を含む）

�　近畿大学大学院商学研究科博士後期課程修了者および満期退学者

�　近畿大学大学院商学研究科博士後期課程在学生

�　近畿大学経営学部，経済学部，および商経学部の名誉教授



　　なお，�については，その身分を終身会員とする。

第６条（会の組織）

　１　本会は，以下の役員をもってこれを運営する。

　　�　会長

　　�　編集委員

２　会長には，近畿大学経営学部長が就任し，本会を代表するとともに，会務を統括す

る。

３　会長は，前条�に該当する者の若干名に対し，編集委員を委嘱する。

４　編集委員に委嘱された者は，経営学部広報・編集委員会編集部会に属し，会の運営

に当たる。

５　編集委員の任期については，各種学部委員の任期に準ずる。ただし，再任・留任を

妨げない。

第７条（会の予算）

　１　本会の予算期間は，４月１日から翌年３月３１日までとする。

　２　本会の活動経費は，経営学部の予算において配分された額をもって，これに充てる。

第８条（著作権について）

　第４条に定められた事業を通じて公にされる著作物（音声，映像記録等を含む）の著

作権については，その著作物が近畿大学商経学会によって採用もしくは実施された時点

で，著作者ないしこれに準ずる者から近畿大学商経学会に譲渡されたものとみなす。

附　則

　本規約は，平成２３年２月１６日より施行する。

　



第１条（本規程の目的）

　本規程は，「近畿大学『商経学叢』に関する規程」（以下，「本規程」と略称する）と

称し，近畿大学商経学会規約（以下，「規約」と略称する）第４条�に定められた事業

を遂行するために必要な事項について定める。

第２条（『商経学叢』刊行の目的）

　『商経学叢』は，規約第３条に定められた商経学会の目的を達すべく，会員の研究・

教育成果を公表するために刊行される。

第３条（『商経学叢』の編集）

　『商経学叢』の編集・刊行作業は，規約第６条第１項�に定められた編集委員が，こ

れを担当する。ただし，必要な場合は，これ以外の者を参加させることができる。その

際，参加できる者は規約第５条�に定める会員に限る。

第４条（『商経学叢』の種別）

　　『商経学叢』は，以下の種別を有する。

　　　�　通常号

　　　�　記念号

　　　　①　退任記念号…………定年退職する教員を対象とする

　　　　②　追悼号………………在職中に物故した教員を対象とする

　　　　③　その他の記念号……周年記念等，しかるべき時期に刊行する

　　なお，記念号の刊行については，別に定める。

第５条（投稿資格）

１　規約第５条に定める会員は，『商経学叢』に投稿する資格を有する。

２　ただし，会員のうち，規約第５条�もしくは�に該当する会員については，本規程

第６条に定める掲載著作物のうち�のみを投稿できるものとし，かつ「『商経学叢』

への大学院生投稿論文の査読手続に係る内規」にもとづき，投稿論文の掲載には審査

を要する。

近畿大学『商経学叢』に関する規程



３　共著による投稿の場合は，共著者のうち少なくとも一名（ただし，第一著者）が会

員であることを要する。ただし，近畿大学経営学部教授会の議を経て受け入れた客員

教員および客員研究員ないしそれに准ずる者については，共著における第一著者とし

ての投稿資格を有するものとする。この場合の掲載順序については，当該投稿者の本

来の勤務先における職位に准じる。

４　必要に応じて，会員以外の者に執筆を依頼することができる。

第６条（掲載著作物の種別）

　　『商経学叢』には，以下の著作物を掲載する。

　　　�　論　文

　　　�　研究ノート

　　　�　資　料

　　　�　書　評

第７条（投稿に関する留意事項）

　　『商経学叢』に投稿する際には，以下の点を踏まえるものとする。

�　投稿者は，所定の表紙に必要事項を記載し，提出原稿に添付しなければならな

い。

�　原稿は，ワープロで作成された完成原稿とし，未刊行のものでなければならな

い。

�　論文に関しては，原稿の本文冒頭に以下の事項を順に記載しなければならな

い。

　　　　①　論　題

　　　　②　筆者氏名

　　　　③　日本語概要（３００字以内）

　　　　④　欧文概要

　　　　⑤　５個以内のキーワード

　　　　⑥　原稿提出日

�　本文中の節番号は１，２，…と表記し，項番号は�，�，…と表記することを

原則とする。

�　図表は，図１，表１と表記し，図表タイトルとともに書くこと。引用した場合



は，出所を図表の下に明記すること。

�　注は脚注で表記し，本文中のしかるべき場所に通し番号を付すること。

�　参考文献は，本文末に一括してリストを作成すること。その順序については，

学界において広く採用されている方法を用いること。

�　参考文献の表記方法については，以下の方式を原則とする。

著　書【洋文献】…著者名［刊行年］書名〈イタリック〉，出版社もしくは出版

地名。

著　書【和文献】…著者名［刊行年］『書名』出版社名。

論文等【洋文献】…著者名［刊行年］論題，所収誌名〈イタリック〉，巻，号，

掲載ページ。

論文等【和文献】…著者名［刊行年］「論題」『所収誌名』巻，号，掲載ページ。

　　　�　執筆者校正は，二校までとする。

第８条（著作権）

１ 『商経学叢』に掲載が受理された原稿の著作権は，近畿大学商経学会に帰属する。投

稿者が当該原稿を他の出版物に転用する場合には，あらかじめ文書によって近畿大学

商経学会の許可を得なければならない。

２ 『商経学叢』に掲載された原稿については，冊子体以外の媒体で公開されることが

ある。投稿者は，これを承諾したうえで投稿するものとする。
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Corporate Governance in China and the Problem of International Application

　　　　　　　　　  ……………………………………………………Kenichi Yasumuro

Present and Future of Sake

　―A Possibility of Exports by Cross Border EC from Japan―  ……Masahiro Ida

The CSR Initiatives of Public Sector Enterprises in India:

　A Case of NTPC  ………………………………………………………Naotoshi Umeno

A Study on the Internationalization of Ethnic Foods:

　From the Perspective of Cultural Characteristics in Marketing

　　　　　　　　　  …………………………………………………Takahide Yamaguchi

Employment Law and Employment Status for Persons 

　with Disability in China:

　Focusing on Comparison with Japan  ……………………………Sadanori Arimura

Historical Study of the Generation, Development, Decline, 

　and Regeneration of the Awamori Industry in Okinawa  ……Masato Yamauchi

The Bridging Role of Regional Headquarters 

　in Talent Identification of Multinational Corporations:

　Review and Directions for Future Research  ……………………Tamiko Kasahara

Understanding Customer Needs for Value Co-creation  …………Hiroyuki Yamabe

Analysis of Japan-South Korea Trade Trends 

　After ２０１９ Japan’s Export Regulations on South Korea  ……………Taehyun Lee

IS�LM Model Including Multiplier with Time Delay  ……………Makoto Uchigami

The History of Lawson, Inc. Since １９９０  …………………………………Yoshihito Ida

The Significances of Teaching Political Science in the Faculty 

　of Business Administration  …………………………………………Yuji Matsumoto

Trials of Sales Methods Towards With/After Corona Era  ………Nobuhide Zushi

A Consideration on New Retail in the Narrow Sense  ……………………Liu Weida



Situation Surrounding the Japan-UK Economic Partnership Agreement

　　　　　　　　　  ………………………………………………………Hideki Katsuda

Sustainability Performance Measures in Public Sector

　　　　　　　　　  ………………………………Naoko Kawahara and Noriko Irie 

Reinvention of the Regional Tourism Brand Image, 

　Taking Advantage of Cultural Tourism’s Features  …………………Sangjun Kim

Anreiz Problem in das Controlling

　―In Hinsicht auf Motivation in der Theorie of Agency―  ………Masaru Sekino

Community-based Tourism in Collaboration with Breweries and Wineries:

　Two Cases in Saku Region, Nagano Prefecture

　　　　　  ……………Yoshinori Takahashi, Fuminori Ide and Yukiko Shinomiya

Experience Design and Creation of Signature Stories  ……………Akimitsu Hirota

A Study on the Potential of Japanese Self-initiated Expatriates 

　in Japanese-affiliated Companies in the United States 

　as Boundary Spanners, Their Japaneseness, Career, and Job Satisfaction:

　Based on a Questionnaire Survey of Japanese-affiliates 

　and Japanese Self-initiated Expatriates  ……………………Masayuki Furusawa

On the Study of the Historical Theory of Business Economy by D. Schneider

　　　　　　　　　  …………………………………………………………Kenji Makiura

Rajio-Rinku-Sutoa（Radio Link Store Chain）and Its Contribution to the 

Development of Home Electric Appliances’ Distribution System 

in Japan  ……………………………………………………………………Shujiro Ouchi

University Education for Individual Capacity Building and 

　Collective Sustainable Development

　Volume Ⅰ：Re-engineering of the State’s Institutional System 

　and Analysis of University Education in Japan  ……………Tadayuki Miyamoto



編 集 後 記

田端昌平先生は，２０２１年３月末に３９年間のご勤務を終え，近畿大学経営学

部を退職されました。１９８２年４月のご就任以来，本校の商経学部および改組

後の経営学部におきまして商学科に所属し，国際ビジネスコース主任，商学

科長，および短期大学部長を歴任されました。特に商学科長時代には，商学

科のカリキュラム編成や IIP（インテンシブ・インタナショナル・プログラ

ム）の企画・立ち上げに一意専心ご尽力され，現在の商学科の基礎・根底を

築き上げてくださった功労者であります。

穏やかなお人柄で教職員への接し方はもちろん，学生たちにも等しく丁寧

に教育指導され，早くからゼミでの英会話の活用を推進するなど，常に商学

科のあるべき姿を模範的にお示しいただきました。その田端先生の心構えや

ご意思を今後も我々の道標として，商学科で共有・昇華させていければと

願っております。田端先生のこれまでのご尽力に厚く感謝申し上げますとと

もに，今後ますますのご活躍とご健康を心よりお祈り申し上げます。

最後となりましたが，ご多忙の中にもかかわらずご寄稿いただきました皆

様方に心より感謝申し上げます。

『商経学叢』田端昌平先生退任記念号編集委員会

四　宮　由紀子　　團　　　泰　雄

上小城　伸　幸　　千　手　崇　史

玉　置　　　了　　西　尾　久美子

辺　　　成　祐　　　　　　　　　
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